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Ⅰ‐２ 生産性の高い農林業産地の育成

現状 令和７年度 現状年度

産地計画策定産地の販売額 １，０２１億円 １，１１４億円 H２９

●KPI

品目 H３０ R７ R１２
穀物 計 １５，１２８ １３，７６０ １３，２６０
米 １１，４００ １０，１００ ９，６００
麦 １，９２０ １，８６０ １，８６０
大豆 ４６８ ４６０ ４６０

新規需要米 １，３４０ １，３４０ １，３４０
主要野菜 計 ８，６９７ ９，２９８ ９，４０８
だいこん ７４７ ７７７ ７８０
にんじん ８３９ ９４０ ９４０
たまねぎ ８４０ ８５７ ８６０
トマト １７９ １７９ １７９
レタス ９４７ １，１５０ １，１５０
いちご ２７３ ２７３ ２７３

アスパラガス １２３ １２７ １２７
ばれいしょ ３，５８０ ３，６１６ ３，６２０
ブロッコリー ７８１ ９９１ １，０９０
きゅうり １３９ １３９ １３９
すいか ２４９ ２４９ ２５０

主要果樹 計 ３，３７６ ３，２７０ ３，１７０
みかん ２，９７０ ２，９００ ２，８００
びわ ４０６ ３７０ ３７０

主要花き 計 １７５ １９０ １９３
きく １５９ １７２ １７５

カーネーション １６ １８ １８
工芸作物 計 １，３０９ １，２８０ １，２７３
葉たばこ ５６７ ５４０ ５４０
茶 ７４２ ７４０ ７３３

飼料作物 計 １２，１２９ １３，０２０ １３，９１２
整備された森林面積 ４９，９２３ ６０，０００ ６０，０００

●面積 単位：ha

品目 H３０ R７ R１２

穀物 計（ｔ） ６３，０１１ ５７，１０４ ５４，６９３

米 ５６，９００ ５０，７００ ４８，１００

麦 ５，６９０ ５，６７３ ５，６７３

大豆 ４２１ ７３１ ９２０

新規需要米

主要野菜 計（ｔ） ２８９，０４０ ３０５，８０４ ３１０，８８４

だいこん ５３，６００ ５５，４００ ５５，４００

にんじん ３２，５００ ３４，５９２ ３４，６００

たまねぎ ２９，２００ ３０，８７８ ３０，８８０

トマト １２，３００ １４，１４１ １６，１１０

レタス ３３，８００ ４０，８４８ ４０，８５０

いちご １０，２００ １１，２２０ １２，２８５

アスパラガス １，７５０ ２，５４０ ２，７９４

ばれいしょ ９２，１００ ８９，７８５ ８９，７９０

ブロッコリー ７，９７０ １０，１１８ １１，１３０

きゅうり ７，７５０ ８，５３０ ９，２８５

すいか ７，８７０ ７，７５１ ７，７６０

主要果樹 計（ｔ） ５０，５５８ ５１，２１９ ５１，９６６

みかん ４９，７００ ５０，２５７ ５０，９６０

びわ ８５８ ９６２ １，００６

品目 H３０ R７ R１２

主要花き 計（千本） ７２，３００ ８６，４４６ ８７，４２８

きく ５８，２００ ７０，１１０ ７１，０９２

カーネーション １４，１００ １６，３３６ １６，３３６

工芸作物 計（ｔ） ２，１３４ ２，３６８ ２，３６０

葉たばこ １，４０１ １，４５８ １，４５８

茶 ７３３ ９１０ ９０２

畜産（頭・ｔ・千羽）

肉用牛出荷頭数 ３４，４２３ ４２，５００ ４６，３８７

うち繁殖部門 １９，６７０ ２４，５００ ２７，７２０

うち肥育部門 １４，７５３ １８，０００ １８，６６７

肉豚出荷頭数 ３６８，５００ ４２０，０００ ４２２，５００

生乳出荷量 ４７，５６５ ５２，８００ ５５，８００

鶏卵出荷量 ２７，７５０ ２８，０００ ２８，０００

ブロイラー出荷量 １３，８６０ １４，５２０ １４，５２０

特用林産物（ｔ）

原木しいたけ（乾換算） ４５ ４５ ４５

菌床しいたけ（生換算） ３，５０２ ３，１００ ３，６００

木材（㎥）

針葉樹 １４４，０８６ ２００，０００ ２６０，０００

広葉樹 ３８，０００ ３９，０００ ４０，０００

●生産量 単位：ｔ、千本、頭、千羽、㎥

米や野菜、果樹、畜産物、木材など地域・品目ごとに所得向上を図る「産地計画※１」を基軸とし、経営規模の
大小や離島、中山間地域といった条件にかかわらず、人材、農地、技術等の生産基盤を強化するとともに、スマー
ト農林業の展開などにより、経営規模の拡大、単収の向上、単価の向上、コストの低減などに取り組み、生産性
の高い農林業産地を育成します。

主要農林産物の生産目標（再掲）

＜分野横断的な取組＞

長崎県におけるスマート農林業の展開

農林業従事者の減少・高齢化が喫緊の課題となっている中、次代を支える担い手がより多くの農地を担い、所
得向上を図るためには、ロボットやAI※２、ICT※３等を活用して少ない人手で作業を行い、また、環境や生育デー
タに基づく収量・品質の向上と安定化が期待できるスマート農林業技術を、広範な地域や品目に導入し、実践す
ることが重要です。
本県では、以下のとおり、スマート農林業技術の展開により目指す将来像を描き、その実現に向けて、地域・

品目の特性や経営規模に応じて、県・地域段階で推進体制を整備し、農林業従事者の ICT スキルの向上と、ス
マート農林業技術の開発・改良・実証・普及の取組を推進します。
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生育予測

作業計画
小規模・分散ほ場でも
適期作業・労力確保が

可能に！

気象データ

生育データ

ほ場管理
システム

食べて満足
贈って安心！市場・実需者

ニーズ

生産管理データ・
トレーサビリティ

DNAマーカー
優良品種の早期育成

【生産】
環境制御技術による収益性の向上

ドローン※5防除、ラジコン草刈機※6、
収穫ロボット、農業機械のアシスト
装置等の活用により、作業の大幅な
省力化・軽労化を実現

施設園芸において、環境制御技術を
導入し、生産・品質データに基づく
改善とノウハウの継承により高品質・
多収・安定生産を実現

ICTや各種センサーを活用したモニ
タリングシステムによる生産性向上、
放牧牛の遠隔管理や給餌ロボット※9
等の導入による省力化を実現

【流通・消費】
消費者に選ばれる商品づくり

【森林】
森林情報の共有による森林整備の効率化

クラウド型森林ＧＩＳ※10を構築・活
用し森林情報を市町や林業事業体等
と共有し、効率的な森林整備を実現

市場ニーズに対応し、生育・出荷予測
による集出荷・物流の効率化と安定供
給、生産管理や非破壊検査※7による農
産物の品質保証とブランド化を実現

【生産】
スマート農機による省力化・軽労化

温度・湿度

CO2

養分・水分

【生産】
スマート畜産※8による収益性向上

DNAマーカー※4やAIを活用し、栽培し
やすく、おいしく、機能性等特色のあ
る県オリジナル品種を短期間に育成

【育種】
優良品種の育成期間の短縮

クラウドサーバー

市町・林業事業体等

インター
ネット

AI活用

【生産】
生産・出荷予測による作業効率化

AI等を活用した生育・出荷予測や
ほ場管理システム※13等による作業
計画と人員配置の最適化を実現

牛の発情や病気の兆候
をセンサーとAIで検知

直進走行

【水管理】
土地改良施設管理の効率化

パイプライン化※11や自動給水栓※12設
置による水管理の自動制御が可能とな
り省力化を実現マルドリ方式とあわせ
た自動かん水システム
の導入により、品質向
上と安定生産、省力化
を実現

スマート農林業の展開により目指す将来像

環
境
を
制
御

生産情報

情報

自
動
化

データ活用

品質情報

消費者
ニーズ

マーケット
情報

スマートフード
チェーンによる
育種から消費
までの循環

生　
産

加
工
・流通

販
売

・消 費

育
種

・
開
発

※１ 産地計画 JA 部会、農業法人等が、販売額増加を目指して、産地規模拡大や高品質化、多収化等、今後５年間の目標を設定し、目標実現に向けた生
産対策、担い手の確保、販売対策等の取組を記した行動計画。

※２ AI 人工知能（Artificial Intelligence）。コンピューターを使って、学習・推理・判断など人間の知能の働きを人工的に実現したもの。
※３ ICT 情報通信技術（Information and Communication Technology）。
※４ DNAマーカー 遺伝子診断技術の一手法。人では、ガンになりやすい遺伝子の有無を検出診断できるが、作物でも病気に対する耐性を持つ遺伝子な

どの有無を検出でき、これをDNAマーカー選抜技術という。品種を育成する際に、望ましい形質の遺伝子を持つ個体を選ぶために使われる。
※５ ドローン 人が乗ることができない無人飛行機で、遠隔操作や自動操縦により飛行させることができるもの。
※６ ラジコン草刈機 遠隔操作（ラジコン）で草刈を行うロボット。
※７ 非破壊検査 農作物の糖度や内部腐敗等について、近赤外線などを利用し、農作物を傷つけることなく判別する検査。
※８ スマート畜産 スマート農業の中でも畜産分野でのスマート化のこと。
※９ 給餌ロボット 設定した時間に設定した量の飼料を自動で家畜に供するロボット。
※１０ クラウド型森林GIS GIS とは位置に関する情報を持ったデータを視覚的に表示したもの。現在、林業関係で用いられているGIS システムをクラウド

型にすることで、自治体や林業事業体のデータ共有・活用とセキュリティ・更新・管理機能の強化を図る。
※１１ パイプライン化 農業用水不足や開水路の老朽化等を解消するために、農業用水を送配水する用水管を地中に埋設すること。
※１２ 自動給水栓 ほ場の水位（湛水深）を自動的に感知し、水位が低下すると自動的に給水栓が開き、水管理の手間の大幅な省力化が可能となる施設。
※１３ ほ場管理システム ほ場や作物ごとに作業内容や生育状況などの生産データや会計・労務管理などの経営データを記録・管理し、年間作付計画の作成

やコスト・収益などの分析ができるシステム。
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～ スマート農林業の展開による目指す将来像 ～

アイマサリ

DNAマーカーによる選抜

ドローンによる防除

ラジコン草刈機

【育種】 優良品種の育成期間の短縮

DNAマーカーやAI を活用し、栽培しやすく、おいしく、機能性等特色のある県オリジナル品種を短
期間に育成します。

●これまでの取組
早期肥大性があり、多収かつ複数の病害虫抵抗性を持つばれい

しょ品種「アイマサリ」や萎凋細菌病抵抗性カーネーション品種
「ももかれん」のほか、びわ、夏秋小ぎく、はだか麦等の品種を
開発し、普及が進んでいます。

●残された課題と今後の取組
○国の研究機関や大学と連携し、DNAマーカーの開発・活用や
AI 技術の利用等により、優良個体の効率的選抜や複数遺伝子
が関わる形質の改良や機能性向上などに取り組み、従来よりも
短期間に県オリジナル品種を育成します。

【生産】 スマート農機による省力化・軽労化

ドローン防除、ラジコン草刈機、収穫ロボット、農業機械のアシスト装置等の活用により、作業の大
幅な省力・軽労化を実現します。

●これまでの取組
直進アシストトラクター、スマート田植機や水稲、ばれいしょ

のドローン防除、ラジコン草刈機の実証、ばれいしょの自動収穫
機の改良・実用化などに取り組み、一部地域では技術導入が始ま
りました。

●残された課題と今後の取組
○実演会や研修会による情報発信を強化します。
○ドローン防除の対象品目をブロッコリーなどに拡大するため、
防除技術の確立と農薬登録拡大を推進します。

○労働力不足を補う自動収穫ロボットについて、アスパラガスか
らブロッコリーやトマト等への品目拡大を進めます。

○施肥、播種、運搬などドローンの多目的利用技術を確立します。
○機器の導入コストを低減するため、他産業への作業受託や地域
内でのシェアリング、農機のレンタルなど次世代型農業支援
サービスの活用を促進します。
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放牧場

放牧用
繁殖雌牛

遠隔制御
牧区ゲート

遠隔制御
スタンション

IPカメラ

音響集牛

牛舎で
人工ほ育

自宅で遠隔管理管理牛舎 自動給餌機
飼　槽

第1牧区第2牧区第3牧区第4牧区

発情観察

子牛
出産

自動記録
体重計
（飲水時）

牧区内の牧草を
採食し尽くしたら
次の牧区に移動

環境モニタリング装置

炭酸ガス発生装置

【生産】 環境制御技術による収益性の向上

施設園芸において、環境制御技術を導入し、生産・品質データに基づく改善とノウハウの継承により
高品質・多収・安定生産を実現します。

●これまでの取組
施設内の温度・湿度・灌水・炭酸ガスなどの環境を制御する技

術を１１品目で実証し、いちご、トマトなどで２０～３０％程度の増収
効果を確認しました。
また、地元企業と連携して低コスト統合環境制御装置を開発し

ました。

●残された課題と今後の取組
○開発した「長崎型低コスト統合環境制御装置」を現地で実証し、
現地の栽培管理に適合した技術として組み立て、加温を行う施
設園芸全品目に普及します。
○AI で自動的に管理する統合環境制御技術の確立により、単収・
品質を更に向上させるとともに、誰でも取り組みやすい技術と
して普及します。

【生産】 スマート畜産による収益性向上

ICT や各種センサーを活用したモニタリングシステムによる生産性向上、放牧牛の遠隔管理や給餌ロ
ボット等の導入による省力化を実現します。

●これまでの取組
牛の発情等を検知する牛群監視システム※１の活用により、分娩間隔が県平均と比べ、５０日以上短縮されるな
ど繁殖牛経営の収益性を大きく改善しました。

●残された課題と今後の取組
○牛群管理システムを用いた分娩間隔※２の短縮技術の普
及拡大に加え、疾病兆候の確認や酪農への応用につい
て技術を確立します。

○スマート放牧の普及拡大を図るため、放牧牛の遠隔管
理や給餌ロボット等の導入を進めます。

○血中ビタミンA
簡易測定による
肥育牛の肉質改
善技術を確立し
ます。

◆スマート放牧

※１ 牛群監視システム 牛の発情や分娩、疾病兆候をセンサーとAI で感知するシステム。
※２ 分娩間隔 繁殖牛の分娩と分娩の間隔を表す技術指標。
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自
動
制
御

点滴灌水チューブ

透湿性
マルチシート

ロス（蒸発）

ロス（漏水） ロス（漏水）

開水路 パイプライン化

生育予測システムの構築

INPUT OUTPUT

平準化の実証

収穫・選別作業における
雇用計画の適正化
（雇用費の削減、
労働力不足への対
応、経営規模の拡大）

取引先への情報提供
による取引の安定継
続、消費地における
供給の安定化

安定経営

予測結果
（産地で利用／取引先に提供）

日別収穫量分布
収穫ピーク

収穫期間

●収穫時期
●収穫日数
●日別収穫量
　　（出荷量）

各圃場⇒産地全体｝
メッシュコード

メッシュ気象データ
●過去値（予測日の前日まで）
●予報値（予測日当日以降）
＜JA島原雲仙、長崎農技セ、NTTデータ、JSOL＞

●品種
●定植日

JA職員の経験則

●圃場 ID 生育予測式

◆ブロッコリーの生育予測システム

【生産】 生産・出荷予測による作業効率化

AI 等を活用した生育・出荷予測やほ場管理システム等による作業計画と人員配置の最適化を実現しま
す。

●これまでの取組
ほ場管理システムは、生育予測に基づく適切な労務管理やGAPの実践に有効な手段であり、ブロッコリー
などで導入が始まりました。

●残された課題と今後の取組
○労働力の不足や労務管理の適正化を図るため、より多くの品目で生育・出荷予測技術を確立し、作業計画と
人員配置の最適化により、産地全体の技術を高位平準化します。

【水管理】 土地改良施設管理の効率化

用水路のパイプライン化や水田への自動給水栓設置等により用水管理の自動制御が図られ省力化を実
現します。

●これまでの取組
○用水管理の省力化のため、用水路のパイプライ
ン化を推進しています。

○樹園地におけるかんがい施設整備において、か
んきつの高品質化のためマルドリ方式を推進し
ています。

●残された課題と今後の取組
○本県では水田の小規模経営が多く、維持管理費負担が支障となり、
自動給水栓の導入は進んでいませんが、今後は、担い手の農地集
積による経営の大規模化と併せ、自動給水栓の導入推進します。

○樹園地におけるかんがい施設整備において、シートマルチにより
果実の品質向上対策に取り組んでいますが、今後は更なる省力化
のため自動かん水システムの導入を推進します。

◆マルドリ方式

◆用水路のパイプライン化
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《全端末のデータベースを一元管理》

県の森林情報
・森林簿
・森林計画図
・施業履歴
・衛星写真
・航空レーザ
・地形情報
・保安林など

市町の森林情報
・林地台帳
・森林経営計画

林業事業体の森林情報
・現地情報
・森林整備情報

セキュリティ強化

※個人情報は利用者レベルを設定し、適切に管理

県庁 市町 林業事業体等

【森林】 森林情報の共有による森林整備の効率化

クラウド型森林GIS を構築・活用し森林情報を市町や林業事業体等と共有し、効率的な森林整備を実
現します。

●これまでの取組
森林GIS を開発し、市町や林業事業体等に貸与する

ことで、県が管理する森林情報の活用を進めています。

●残された課題と今後の取組
○県、市町、林業事業体が管理する森林情報を複合的に
活用し、森林整備に必要な調査を効率的に実施するた
め、クラウド型森林GIS を構築し、森林整備の推進
につなげます。

【流通・消費】 消費者に選ばれる商品づくり

市場ニーズに対応し、生育・出荷予測による集出荷・物流の効率化と安定供給、生産管理や非破壊検
査による農産物の品質保証とブランド化を実現します。

●これまでの取組
みかん、ブロッコリー、びわの産地において、栽培管理の適正化、出荷予測による生産の安定化や品質向上、

出荷時期の調整などの実証に取り組んでいます。

●残された課題と今後の取組
○販売力強化のため、出荷予測データを活用した実需者への正確な出荷予定情報の提供やびわの内部腐敗判別
技術等による農産物の品質保証・ブランド化を図ります。

○輸出など新たな販路を開拓するため、いちごなどでほ場管理システムを活用した産地・圃場の指定や生産履
歴のデータベース化等を推進します。

◆びわのスマート選果システム

◆クラウド型森林GIS
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主なスマート農機等の導入効果

水稲のドローン防除

ラジコン草刈機による草刈作業

ばれいしょのドローン防除

プレ選果システムでの
みかん選果

１ 水稲におけるスマート農業技術

●ドローン防除の導入による防除作業の軽減
中山間地域での水稲の防除作業（１ha当たり）
従来：５時間⇒導入後：０．５時間（９０％削減）

●ラジコン草刈機の導入による草刈作業の軽減
水田畦畔や法面などの草刈作業（１０a当たり）
従来：４時間⇒導入後：１時間（７５％削減）

２ 露地園芸におけるスマート農業技術

●みかんのプレ選果機※１の導入による選果作業の軽減
家庭内でのみかんの選果作業
２７時間／１０aを削減（労働時間全体の１５％削減）

●ドローン防除の導入による防除作業の軽減
基盤整備地域でのばれいしょの防除作業（１０a当たり）
作業時間 従来：１４分⇒導入後：３分（７９％削減）
作業人員 従来：３人⇒導入後：２人（３３％削減）

３ 施設園芸におけるスマート農業技術

環境制御装置

●環境制御技術の導入による収量向上
いちごにおける技術導入後の事例（１０a当たり収量）
導入前：５，２７９kg⇒導入後：６，７２８kg（２７％増加）

きくにおける技術導入後の事例（１０a当たり収量）
導入前：３０，１４６本⇒導入後：４２，８７３本（４２％増加）

４ 畜産におけるスマート農業技術

牛の発情等を検知するセンサー

●牛群監視システムなどの導入による分娩間隔の短縮
繁殖牛における技術導入後の事例
R元年 県平均 ：３９５日

優良事例：３４５日（５０日短縮）
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将来像の実現に向けた取組
農林業従事者の減少・高齢化が進行する中、生産対策、担い手の確保、販売対策を一体的に推進する「産地計
画」を実現し、農林業者の所得向上と産地の維持・拡大を図るためには、離島や中山間地域を多く有する本県の
地域特性にあったロボットやAI、ICT などのスマート農林業技術を取り入れた「ながさき型スマート産地」づ
くりを推進します。

１ スマート農林業技術の開発・改良・実証・普及

⑴ 農林業者のニーズに対応した新技術の研究・開発
●農林業者のニーズを把握した上で、国、企業、大学等との情報交換を行う研究開発プラットフォームを活用
し、異分野が融合した研究コンソーシアムを構築します。

●ロボットやAI、ICT など革新的な技術を有する事業者が参画した研究コンソーシアムにより、農業者のニー
ズに対応した新技術の研究・開発を行います。

⑵ 地域特性にあった技術の改良・実証
●ICT ベンダー※２、農機メーカー等と連携し、導入する品目・地域や経営規模に合わせた技術の改良・実証を
行います。

●スマート農機による省力化、軽労化や生産・出荷予測による作業効率化や消費者に選ばれる産地・商品づく
りが可能な技術を確立します。

●イニシャルコスト、ランニングコストを縮減するため、複数品目でのドローン防除技術の確立や施肥、播種、
運搬など多目的利用、スマート農機による作業委託やシェアリング、リースを検討し、費用対効果を明らか
にすることで、現場への技術展開を図ります。

２ 推進体制の整備と人材の育成

⑴ 推進体制の整備
●県段階での推進体制を強化するとともに、新たに地域段階での推進体制を整備し、振興局農林部に相談窓口
を設置することで、スマート農林業の推進を図ります。

⑵ 人材育成
●農研機構※３等の研究機関や大学・企業等の専門知識を有する外部有識者による指導者向けの研修会や先進事
例調査などを通して指導者の育成を図ります。

３ スマート農林業技術の情報発信と技術習得支援

⑴ 農業者、関係者への情報発信強化
●ICT ベンダー、農機メーカー等と連携し、地域に導入する技術の研修会や実演会等を実施し、農林業者や関
係者への技術情報の発信を強化します。

⑵ 教育機関などでの技術習得支援
●農業大学校生や農業高校生などがスマート農業技術を学べる機会の充実を図ります。

※１ みかんのプレ選果機 家庭選別を行わずに選果場に持ち込み、AI による画像解析で、腐敗果や傷み果を自動で排除する選果機。家庭選別が不要とな
り、大幅な省力化に資する。

※２ ICT ベンダー 情報通信技術に関連した機器やソフトウェア、システム、サービスなどを販売する企業。
※３ 農研機構 「国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構」の略称。日本の農業と食品産業の発展のため、基礎から応用まで幅広い分野で研

究開発を行う機関。
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【キャベツ等の加工業務用野菜】

【ブロッコリー】

集落営農法人

【アスパラガス
ハウス団地】

園芸エリア

【米､麦､大豆等の土地利用型作物】

水稲＋裏作エリア

品目ごと、経営体ごとに農地を
集約し、農作業を効率化。
水管理（排水対策）や防除作業
も容易に。

表作：担い手など
裏作：集落営農法人

小麦 飼料作物(ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ) たまねぎ 春ばれいしょ キャベツ
アスパラガス 不作地 集落営農法人

品目ごと、経営体ごとに農地が分散
し、効率的な利用ができず、排水対
策も徹底しづらい。

現
状

目
指
す
姿

水田汎用化・畑地化と連動した「人・農地・産地プラン」の推進

●本県では、令和２年３月現在、２０４地区において人・農地プランが策定され、担い手の育成と農地集積・集約
化を進めています。しかしながら、集落で十分な話し合いができておらず、農業者から認知されていないこと、
作付計画と連動しておらず、実効性が乏しいこと等が課題となっています。

●国においては、人・農地プランの実質化を図るため、農地利用に関するアンケートや就農、後継者状況等の地
図化、中心経営体への農地の集約化に関する将来方針の作成を推進しています。

●本県においては、国の「人・農地プランの実質化」をさらに深化させ、水田汎用化・畑地化による水田営農の
再構築を図るモデル地区を中心に、集落の話し合いを通じて、人・農地プランに作付計画を加えた「人・農地・
産地プラン」を策定し、生産基盤整備、ゾーニング※１及び水田フル活用を実践することにより、担い手への農
地集積・集約とともに水田への高収益品目への導入・産地化を推進します。

◆人・農地・産地プランのイメージ
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※１ ゾーニング 土地利用の内容に沿って一定のまとまりをもって農地を区分すること。団地化。
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